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 一組に部落差別投書 

    差別を許さない取り組みを 

 

 ７月１７日、一組管理職全体会が開催され、

６月２０日に総務部総務課宛に送られてきた差

出人不明の投書についての報告がありました。 

この全体会に引き続いて、各職場で全職員に対

してこの問題についての報告と説明が行われて

います。 

 総支部に対しても７月１７日に情報提供があ

りました。総支部では１９日の常任執行委員会

でこの事件について労働組合としての取るべき

態度について討議し、以下のような委員長見解

をまとめました。 

 これはあくまでもこの事件について取り組み

を始めるに当たっての見解です。清掃局時代に

起こった部落差別事件に直面し、清掃差別を始

めとするあらゆる差別をなくしていく運動を労

働組合として取り組んできた経験から出てきた

ものです。 

 今回の差別事件と取り組み、多くの人と討論

する中で、この見解をさらに深め、豊かなもの

にしていかなければなりません。 

 常任執行委員会では見解の６により委員会を

設置することになり、一組本庁も投書が送られ

てきた職場として世田谷工場、千歳工場ととも

に代表を出すことになりました。 

今後、一組本庁支部としてもこの事件と積極

的に関わっていく決意です。 

 

清掃一組差別投書事件に関する見解  

 

７月１７日、一組当局より、総務部総務課に

郵送されてきた投書について情報提供が一組総

支部に対して行われた。一組総支部常任執行委

員会はこの事件を重大な部落差別として受け止

め、以下のとおり見解を明らかにする。 
 
１ この投書の背景、意図は不明だが、一組

当局から説明を受け、送られてきた投書（裏面

参照）を読んだ時点で、この事件を部落差別と 
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して受け止める。 
この投書は「同和の親戚関係職員」を暴き 

出し、職場から追い出し、さらに「撲滅」する

ことを主張している。まさに被差別部落出身者

の労働権、人権だけではなくその存在まで否定

しようとする差別文書である。 
 

２ これは文章を読んだ上での考えであり、

今後の取り組みを通じて、さらに理解を深めて

いかなければならない。 
 
３ 東京の清掃職場では１９９５年の千歳事

業所差別事件、２００２年の中野事務所差別落

書事件などの重大な部落差別事件を経験し、清

掃工場でも１９９８年に差別葉書が千歳工場に

送られてきている。しかし、２０００年に一組

が発足してからは初めての部落差別事件である。

今回の事件を通じて、差別と真剣に向き合い、

差別を許さない取り組みを始めることが問われ

ている。 
  
 ４ 東京清掃労働組合は千歳事業所差別事件

の経験を通じて、組合をあげて部落差別・清掃

差別と取り組んでおり、そのための機関として

人権啓発推進委員会を設けている。今回の事件

を東京清掃本部に上げ、組合全体として取り組

んでいくよう働きかける。 
 
 ５ 職場から部落差別を初めとする差別をな

くしていくという点では、行政と労働組合の立

場の違いはない。この事件と取り組む上で一組

当局と必要な協力を行っていく。 
 
 ６ この事件の事実の解明と解決に向けて、

総支部内に関係職場代表を含めた委員会を設け

て、取り組んでいく。 
      

２００７年７月１９日      
東京清掃労働組合 

       一組総支部委員長 岩田 正隆 
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